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建設中の東京国際空港D滑走路周辺の地下地質　その 1-全体概要-

Geological features around the Tokyo International Airport D runway under construction
(Preliminary report 1)
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本報告は，建設中の D滑走路周辺の層序並びに地質構造について概要を報告するものである．
１東京国際空港 D滑走路の概要
東京国際空港 D滑走路 (以下，D滑走路と呼ぶ)は,現空港の東側多摩川河口部付近から北に伸長する形状で北側が埋

立,南側が桟橋で構成される複合構造物として建設中である．空港島付近の水深はおおむね 20m程度であり,現空港外周
に構築された覆砂箇所で急激に浅くなる．
２実施された調査の概要
調査は，国により実施された掘削深度 80mを越す調査ボーリング 18本（内 3本は 100m以上）及び音波探査と JVに

より実施された 66本のボーリング並びに電気式静的コーン貫入試験,圧密試験を始めとした室内土質試験等が実施され
ている．
また,層序確定のための調査としては，14C年代測定,火山ガラス等の屈折率測定,火山灰の鉱物組成分析，ナンノ化石，

花粉分析,古地磁気測定が実施されており,珪藻,貝形虫,貝化石等の調査が実施途中にある．
３層序について
D滑走路付近の層序は，上総層群，江戸川層，東京層，埋没段丘構成層，七号地層，有楽町層，覆砂層で構成されて

いる．
1）上総層群
AP-220m付近で BM 境界が確認されている．上総層群と江戸川層の境界は AP-170ｍ付近にある．
2）江戸川層
AP-163m～AP-168m付近にはコナラ属アカガシ亜属 (Quercus subgen.Cyclobalanopsis)の花粉が多く確認され，さらに

AP-162mにガラス及び斜方輝石の屈折率，鉱物組成より TE-5に対比される火山灰層が確認されているので下総層群の
地蔵堂層に相当する．AP-80mないし AP-85m付近の残丘に挟まれる火山灰層が，大磯丘陵の TB10～TB11火山灰層と
対比でき，また AP-86m付近で確認される砂礫層直下の火山灰が大磯丘陵の TB12に対比された．

3）東京層
AP-65m～AP-90mの間を構成する地層のほとんどが東京層である．ハリゲヤキ属 (Hemiptelea）の花粉が確認されたこ

と，AP-85m付近を基底とする東京礫層上面より大磯丘陵の吉沢層下部に挟まれる klp6火山灰層が確認されたことによ
り東京礫層の年代がおおむね特定された．珪藻が密集する層準が確認される.

4）埋没段丘構成層
空港島北東部のみで確認される埋没段丘である．
5）七号地層
スコリア層等が挟まれる砂泥互層であり基底の BG層は D滑走路の領域内ではほとんどの地点で確認されていない．
6）有楽町層
有楽町層 (完新世)は，AP-40m付近に 9000ｙ BPのカキ礁が確認されたこと，14C年代測定より AP-47m～AP-55m付

近で 9900yBP～10000yBP前後を示していることから，AP-47m～AP-55m付近が基底になる．層厚は 20m程度と薄い．
４埋没地形について
D滑走路付近では，江戸川層が浸食された南西―北西方向に軸が発達する残丘を伴う谷が確認され，さらに東京礫層

上面高度は AP-85m付近で安定している．また,東京層の時代には AP-70m付近に一部平坦面を伴う地形が形成されてい
る．七号地層の時代にはいくつかの埋没谷の存在が認められ，埋没段丘が確認される．有楽町層の基底は緩く海側に傾
くものの AP-42m程度の標高で安定している．
５今後の方針
中間段階の報告である．東京礫層の時代や東京層の堆積環境，七号地層と有楽町層の関係及び堆積環境等の課題につ

いて今後精度を上げていく予定である。日本大学遠藤邦彦教授には層序確定等について有益な御意見等をいただいた．巻
末であるが御礼を申し上げる．　
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